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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

2015 年度に実施された小学 5 年生と中学 2 年生を対象とした子ども調査では、小学生、

中学生の家庭環境・生活環境の支援の充実を図る資料を作成しました。今回は、子どもの

学習状況や生活習慣などを中心に調査し、子どもたちの健康とより良い学習環境の策定の

基礎資料とするものです。 

保護者を対象とした調査では、事業計画を策定するにあたり、子どもたちの日々の生活

実態や子どもを取り巻く社会環境、子育て世帯の経済状況等を把握し、子どもの健全育成

や、保護者の子育てを支援する施策を分析するために実施しました。 

 

２ 調査対象 

子ども調査では、豊川市立の小学校 5 年生を対象に 750 人を無作為抽出し、351 名の有

効回答が得られました。また、豊川市立の中学校 2 年生を対象に 750 人を無作為抽出し、

340 名の有効回答が得られました。 

保護者調査では、豊川市在住の小学 1 年生及び小学 5 年生、中学 2 年生の子どもがいる

家庭の中から無作為に抽出したそれぞれ 750 人の保護者に調査を依頼をしました。そのう

ち、1072 名の有効回答が得られました。 

 

３ 調査期間 

令和 5 年 12 月 23 日から令和 6 年１月 19 日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収及び WEB（インターネット）での回答 
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５ 回収状況 

配布数（通） 有効回答数（通） 有効回答率（％）
小学5年生 750 351 46.8
中学2年生 750 340 45.3
小学1年生 保護者 750 516 68.8
小学5年生 保護者 750 286 38.1
中学2年生 保護者 750 270 36.0

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（N）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、

小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合が

あります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかとい

う見方になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・また、前問の回答結果から、条件付きで次の質問を行う場合の回答者が全体に対して

どのくらいの比率であるかという見方になるため、回答比率の合計が 100.0％を下回

る場合もあります。 
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Ⅱ 子ども(小学 5 年生・中学 2年生)調査 

 

問 1 あなたの性別を教えてください。当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。 

 

 

小学 5 年生男女合計 351 名、中学 2 年生男女合計 340 名の回答が得られました。 
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問 2 あなたは、ふだん学校の授業以外で、どのように勉強していますか。※勉強には学校

の宿題もふくみます。 当てはまる番号すべてに〇をつけてください。９を選ぶときは

１つだけに○をつけてください。 

 

小学 5 年生は、ふだん学校の授業以外での勉強は､「自分で勉強する」が 70.4%、

「塾で勉強する」が 30.5%を占め、「友達と勉強する」も 21.4%を示していました。

また、「家の人に教えてもらう」は 49.3%を占めていました。 

一方、中学 2 年生では、ふだん学校の授業以外での勉強は、「自分で勉強する」

が 75.3%、「塾で勉強する」が 47.4%を占め、小学 5 年生より増加が示しました。

「家の人に教えてもらう」は小学 5 年生の半分程度まで減少していました。 
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問 3 あなたは、ふだん学校の授業以外に、1 日あたりどれくらいの時間勉強をしますか。※

学校の宿題をする時間や、塾などでの勉強時間もふくみます。A、B それぞれについ

て、当てはまる番号１つに〇をつけてください。 

 

学校以外の平日の 1 日の勉強時間は、小学 5 年生では「30 分以上 1 時間より少な

い」が最も多く 44.4%を占め、勉強時間が「30 分から 2 時間」の割合が 69.8%を占め

ていました。土日・祭日は、「まったくしない」が平日の 2.6%から 13.9%増加し

16.5%になり、また「30 分より少ない」も 8.5%増加し、その分「30 分から 2 時間」

に含まれる割合が 47.6%にまで 22.2%の減少を示していました。 

中学 2 年生も小学 5 年生とほぼ同じ傾向がみられますが、平日では中学 2 年生の方

が「まったくしない」「30 分より少ない」の割合が小学 5 年生より 4%増加し、その

一方で「2 時間以上」行う生徒数は 4.4%増加していました。 
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問 4 あなたの成績は、クラスの中でどのくらいだと思いますか。当てはまる番号 1 つに〇

をつけてください。  

 

クラスの中での成績に関しては、「まん中あたり」を中心として、正規分布する

回答結果がみられ、学校での成績評価を反映した回答が得られていると考えられま

した。 
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問 5 あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。当てはまる番号１つに〇をつ

けてください。 

 

学校の授業への理解度に関する質問に対し、「いつもわかる」「だいたいわか

る」の占める割合は、小学 5 年生で約 57.2%でしたが、中学 2 年生では 43.5%に低下

していました。また、中学 2 年生では「教科によってわからないことがある」が約

半数近い 44%を占め、「わからないことが多い」と「ほとんどわからない」を合わせ

た生徒の割合は 10%を超えていることが示されました。 
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問 6 問 5 で「3.教科によってはわからないことがある」「4.わからないことが多い」「5 ほ

とんどわからない」と答えた人にお聞きします。いつごろから、授業がわからないこと

があるようになりましたか。当てはまる番号１つに〇をつけてください。  

 

学習の遅れが懸念される「3.教科によってはわからないことがある」「4.わから

ないことが多い」「5 ほとんどわからない」と答えた児童生徒を対象に、小学校のい

つの段階から分からなくなったかを調べました。 

学年の進行とともに授業がわからなくなる割合は増加していました。回答者全員

に対する割合から見た場合、小学 5・6 年生を過ぎると全生徒の中で 10.9%の児童

に、中学 1 年生以降は 25.9%の生徒に授業がわからないとする割合が増えていくこと

が示されました。(中学 2 年生の途中での質問のため、5.中学 2 年生の回答数は少な

い) 
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問 7 あなたは、将来どの学校まで進学したいですか。当てはまる番号 1 つに〇をつけてく

ださい。当てはまる番号１つに〇をつけてください。  

 

将来の進路希望が調べられました。小学 5 年生、中学 2 年生とも大学までの進学

をイメージしている者の割合が 30%以上を占め、次いで高校まで、専門学校までが高

い割合を示していました。 

高等専門学校や短大、また、大学院を将来の進路とするイメージは低く、小学 5

年生、中学 2 年生とも「まだわからない」が 20%程度を占めていました。 
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問 8 問 7 で 1〜8 と答えた将来の進路希望を持っている場合、その理由を答えてください。

当てはまる番号すべてに〇をつけてください。9 を選ぶときは 1 つだけに〇をつけてく

ださい。 

 

将来の進路希望に対する理由として、小学 5 年生も中学 2 年生も同様な傾向がみ

られ、「1.希望する学校や職業があるから 」が最も多く、次いで「2.自分の成績か

ら考えて」「3.親がそう言っているから」でした。 小学 5 年生にくらべ中学 2 年生

では、「9.とくに理由はない」が減少した以外に、1 から 8 に回答する割合が増え、

年齢が増すに従い将来展望が少しずつ明確になる様子が伺われました。 
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問 9 あなたは、地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加していますか。

当てはまる番号１つに〇をつけてください。 

 

 

小学 5 年生では、地域のスポーツクラブや文化クラブ・学校の部活動に「参加し

ている」と「参加していない」の割合がほぼ半々でしたが、中学 2 年生では 86.2%が

地域のクラブ､学校の部活動に参加していることが示されました｡ 
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問 10 問 9 で「2.参加していない」と答えた人にお聞きします。参加していない理由は何で

すか当てはまる番号１つに〇をつけてください。 

  

地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加しない理由として、小

学 5 年生では、「1.入りたいクラブ・部活動がないから」の全回答者に対する割合

が 21.7%、中学 2 年生では 3.5%を占めていました。また、小学 5 年生では、「2.塾

や習い事が忙しいから」を理由にクラブ、学校の部活動に参加していない割合が

5.4%を占め、中学 2 年生では 0.6%でした。小学 5 年生・中学 2 年生ともに参加しな

い生徒の中での割合として、「5.一緒に入る友達がいないから」という理由により

クラブ、学校の部活動に参加していない割合は共に 9.1%を占めていました。  
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問 11 あなたは 週 にどのくらい食事をしていますか。A〜C それぞれについて、当てはまる

番号１つに〇をつけてください。 

 

朝食、夕食 、夏・冬休みなどの期間の昼食について、週あたりの摂取している食

事回数から食事習慣を調べました。小学 5 年生は「朝食、夕食 、休み期間の昼食な

ど、ほぼ 90%程度が「毎日食べる(週 7 日)」と答えていました。中学 2 年生の朝食を

毎日摂る習慣が 79.4%にとどまり、小学生よりやや低いものの、夕食の毎日摂る習慣

は 95.3%と高く、子どもたちの食習慣はほとんどの家庭で守られていることが示され

ました。 
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問 12 あなたは、ふだん(月曜日から金曜日)、ほぼ同じ時間に寝ていますか。 当てはまる

番号１つに〇をつけてください。 

 

ふだんの生活における睡眠習慣に関する質問として、就寝時間の習慣性について

質問しました。毎日ほぼ同じ時間に寝ているかの質問に対して、小学 5 年生・中学 2

年生ともに就寝時間については、「1.そうである」「2.どちらかといえばそうであ

る」の合計値が 70%以上を占めていました。小学 5 年生から中学 2 年生になると、

「1.そうである」の割合が、35.6%から 25.6%に 10%減るのに対して、「3.どちらか

といえばそうではない」が 13.7%から 20.6%に約 7%増加していました。 

 

 

 

 



 15

問 13 あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだれ

ですか。当てはまる番号すべてに〇をつけてください。10 を選ぶときは 1 つだけに〇

をつけてください。  

 

困った際や悩みごとの相談できる相手として、小学 5 年生・中学 2 年生ともに

「1.親」が最も高い割合を占めていました。小学 5 年生から中学 2 年生になると、

「1.親」「3.祖父母など」「4.学校の先生」など周囲の大人を相談相手とする傾向

が減少し、「5.学校の友達」に相談する割合が増加していました。「 2.きょうだ

い 」を相談相手とする割合が、小学 5 年生・中学 2 年生とも約 20%を占める一方

で、専門家である「7.スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど」

への相談が、小学 5 年生・中学 2 年生ともに 12%程度の割合であることが示されまし

た。  
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問 14 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」(まったく

満足していない)から「10」( 十分に満足している)の数字で答えてください。当ては

まる番号１つに〇をつけてください。 

 

生活への満足度に関して、0 ゼロを「まったく満足していない」、10 を「十分に

満足している」として、0 から 10 の数字で満足度を示す調査を行いました。小学 5

年生・中学 2 年生ともに 0 から 2 と回答した生活への低い満足度を示す割合は 2〜3%

と少なく、8 以上の高い満足感を示す割合が高い値を示していました。しかし､8 以

上の高い満足感を示す割合は小学 5 年生 61.9%に対し､中学 2 年生 45.2%に約 16%減少

し､「10.十分に満足している」を占める割合だけをみると､27.4%から 12.6%と半減す

る一方で､5 点以下の割合は 17.1%から 31.5%と増加していました。 
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問 15 以下のそれぞれの質問について、「1 あてはまらない」「2 まああてはまる」「3 あ

てはまる」のどれかから答えてください。あなたのここ半年くらいのことを考えて答

えてください。(A〜O それぞれについて、あてはまるもの１つに〇) 

小学5年生

あてはまらない まああてはまる あ て は ま る 無 回 答 合. 計 あてはまらない まああてはまる あ て は ま る 無 回 答 合. 計

15 195 135 6 351 4.3 55.6 38.5 1.7 100

208 91 46 6 351 59.3 25.9 13.1 1.7 100

116 144 84 7 351 33.0 41.0 23.9 2.0 100

282 50 14 5 351 80.3 14.2 4.0 1.4 100

202 100 43 6 351 57.5 28.5 12.3 1.7 100

33 198 114 6 351 9.4 56.4 32.5 1.7 100

24 25 295 7 351 6.8 7.1 84.0 2.0 100

204 99 41 7 351 58.1 28.2 11.7 2.0 100

58 210 74 9 351 16.5 59.8 21.1 2.6 100

105 155 83 8 351 29.9 44.2 23.6 2.3 100

19 115 210 7 351 5.4 32.8 59.8 2.0 100

263 63 17 8 351 74.9 17.9 4.8 2.3 100

52 207 85 7 351 14.8 59.0 24.2 2.0 100

194 110 37 10 351 55.3 31.3 10.5 2.8 100

163 112 68 8 351 46.4 31.9 19.4 2.3 100

M 私は、自分からすすんでよくお手伝いをする
(親・先生・他の子どもたちなど)
N 私は、他の子どもたちより、大人といる方がうま
くいく

L 私は、他の子どもから、いじめられたり、からか
われたりする

回答数 割合(%)

O 私は、こわがりで、すぐにおびえたりする

属性

G 私は、仲の良い友達が少なくとも一人はいる

H 私は、落ち込んでしずんでいたり、 涙ぐんだりす
ることがよくある
I 私は、同じくらいの年齢の子どもからは、だいた
いは好かれている
J 私は、新しい場面に直面すると不安になり、自信
をなくしやすい
K 私は、年下の子どもたちに対してやさしくしてい
る

A  私は、他人に対して親切にするようにしている。
私は他人の気持ちをよく考える。
B 私は、よく 頭 やお腹がいたくなったり、気持ち
が悪くなったりする
C 私は、他の子どもたちと、よく分け合う(食べ
物・ゲーム・ペンなど)
D 私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも一人
で遊ぶか、人と付き合うことを避ける

E 私は、心配ごとが多く、いつも不安だ

F 私は、誰かが心を痛めていたり落ち込んでいたり
嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける

 

中学2年生

あてはまらない まああてはまる あ て は ま る 無 回 答 合. 計 あてはまらない まああてはまる あ て は ま る 無 回 答 合. 計

12 163 160 5 340 3.5 47.9 47.1 1.5 100

183 96 57 4 340 53.8 28.2 16.8 1.2 100

93 137 106 4 340 27.4 40.3 31.2 1.2 100

251 62 23 4 340 73.8 18.2 6.8 1.2 100

133 138 66 3 340 39.1 40.6 19.4 0.9 100

56 200 78 6 340 16.5 58.8 22.9 1.8 100

18 29 286 7 340 5.3 8.5 84.1 2.1 100

171 110 55 4 340 50.3 32.4 16.2 1.2 100

54 204 73 9 340 15.9 60.0 21.5 2.6 100

78 126 132 4 340 22.9 37.1 38.8 1.2 100

18 135 183 4 340 5.3 39.7 53.8 1.2 100

286 38 10 6 340 84.1 11.2 2.9 1.8 100

104 171 61 4 340 30.6 50.3 17.9 1.2 100

212 92 31 5 340 62.4 27.1 9.1 1.5 100

179 98 58 5 340 52.6 28.8 17.1 1.5 100

割合(%)

F 私は、誰かが心を痛めていたり落ち込んでいたり嫌
な思いをしているときなど、すすんで助ける

属性 回答数

A  私は、他人に対して親切にするようにしている。
私は他人の気持ちをよく考える。
B 私は、よく 頭 やお腹がいたくなったり、気持ちが
悪くなったりする
C 私は、他の子どもたちと、よく分け合う(食べ物・
ゲーム・ペンなど)
D 私は、たいてい一人でいる。だいたいいつも一人
で遊ぶか、人と付き合うことを避ける

E 私は、心配ごとが多く、いつも不安だ

M 私は、自分からすすんでよくお手伝いをする(親・
先生・他の子どもたちなど)
N 私は、他の子どもたちより、大人といる方がうま
くいく

O 私は、こわがりで、すぐにおびえたりする

G 私は、仲の良い友達が少なくとも一人はいる

H 私は、落ち込んでしずんでいたり、 涙ぐんだりす
ることがよくある
I 私は、同じくらいの年齢の子どもからは、だいたい
は好かれている
J 私は、新しい場面に直面すると不安になり、自信を
なくしやすい
K 私は、年下の子どもたちに対してやさしくしている

L 私は、他の子どもから、いじめられたり、からかわ
れたりする
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日常生活の中の対人関係を中心とした精神面に関する調査を 15 項目(A-O)行いま

した。各質問に対する「あてはまらない」「まああてはまる」「あてはまる」の回

答率の評価は、個人の性格や生育環境、経験値などによりに大きく異なるため、単

純に比較することは困難です。 

しかし、着目すべき点として、小学 5 年生と中学 2 年生ともに「I 私は、同じく

らいの年齢の子どもからは、だいたいは好かれている。」に、「まああてはまる」

「あてはまる」と回答した割合を合わせて 80%程度存在している一方で、「L 私は、

他の子どもから、いじめられたり、からかわれたりする。」と回答した割合が、小

学 5 年生では 4.8%、中学 2 年生では 2.9%存在していました。さらに、「M 私は、自

分からすすんでよくお手伝いをする(親・先生・他の子どもたちなど)」の割合が、

小学 5 年生から中学 2 年生に成長する段階で、24.2%から 17.9%に減少していまし

た。このような潜在的いじめの存在や、成長にともなう他者との関係の疎遠化に対

しては、周囲の見守りや子どもとの関わりを重視する必要性があると考えられまし

た。 
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問 16 あなたは、次の A から D のような場所を利用したことがありますか。また、利用した

ことはない場合、今後利用したいと思いますか。A〜D それぞれについて、当てはまる

番号１つに〇をつけてください。 

小学5年生
属性

利用したこ
とがある

あれば利用した
いと思う

今後も利用した
いと思わない

今後利用したい
かどうか分から

ない
無 回 答 合  計

A 自分や友達の家以外で、平日や 休 日
を過ごすことができる場所(児童クラブ
など)

152 31 87 75 6 351

B自分や友達の家以外で、ごはんを無料
か安く食べることができる場所(こども
食堂など)

29 120 82 114 6 351

C勉強を無料でみてくれる場所 9 124 99 113 6 351
D家や学校以外で、なんでも相談できる
場所(電話やネットの相談を含む。) 7 83 115 140 6 351

複数回答数 197 358 383 442 24

中学2年生
属性

利用したこ
とがある

あれば利用した
いと思う

今後も利用した
いと思わない

今後利用したい
かどうか分から

ない
無 回 答 合  計

A 自分や友達の家以外で、平日や 休 日
を過ごすことができる場所(児童クラブ
など)

176 31 77 50 6 340

B自分や友達の家以外で、ごはんを無料
か安く食べることができる場所(こども
食堂など)

28 122 73 111 6 340

C勉強を無料でみてくれる場所 23 156 66 89 6 340
D家や学校以外で、なんでも相談できる
場所(電話やネットの相談を含む。) 15 72 110 137 6 340

複数回答数 242 381 326 387 24

回答数

回答数

 

 

 

施設の利用に対して「利用したことがある」と 「あれば利用したいと思う」の回答

については、施設の利用を積極的に考える回答と捉え、二つの回答率を合算し、ま

た、「今後も利用したいと思わない」と「今後利用したいかどうか分からない」を 
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施設利用については消極的に考える回答と捉え回答率を合算し前者と比較しまし

た。小学 5 年生では、「A.家以外の過ごせる場所(自分や友達の家以外で、平日や休

日を過ごすことができる場所（児童クラブなど）)」と「B.無料か安い飲食の場所

(自分や友達の家以外で、ごはんを無料か安く食べることができる場所（こども食堂

など）)」に対しては、施設利用への積極的と消極的回答がほぼ半数で二分されてい

ました。中学 2 年生では、「B.無料か安い飲食の場所」と「C.勉強を無料でみてく

れる場所」に対する回答が、積極的と消極的でほぼ半数に二分されていました。

「D.家や学校以外で、なんでも相談できる場所(電話やネットの相談を含む。)」に

関しては、小学 5 年生・中学 2 年生とも積極的利用は約 26%にとどまっていました。 
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問 17  問 16 で、1 つでも「利用したことがある 」と答えた方にお聞きします。そこを利用

したことで、以下のような変化がありましたか。当てはまる番号すべてに〇をつけて

ください。9 を選ぶときは 1 つだけに〇をつけてください。 

回答数 割合(%)

1.友達が増えた 75 23.0 16.5
2.気軽に話せる大人が増えた 54 16.6 15.4
3.生活の中で楽しみなことが増えた 58 17.8 16.5
4.ほっとできる時間が増えた 37 11.3 10.5
5.栄養のある食事をとれることが増えた 14 4.3 4.0
6. 勉強がわかるようになった 11 3.4 3.1
7. 勉強る時間が増えた 25 7.7 7.1
8.その他 8 2.5 2.3
9.特に変化はない 41 12.6 11.7
無回答 3 0.9 0.9

複数回答数 326 100 92.9

中学2年生
回答数 割合(%)

1.友達が増えた 62 21.5 13.7
2.気軽に話せる大人が増えた 36 12.5 10.3
3.生活の中で楽しみなことが増えた 47 16.3 13.4
4.ほっとできる時間が増えた 29 10.0 8.3
5.栄養のある食事をとれることが増えた 6 2.1 1.7
6. 勉強がわかるようになった 8 2.8 2.3
7. 勉強る時間が増えた 22 7.6 6.3
8.その他 8 2.8 2.3
9.特に変化はない 68 23.5 19.4
無回答 3 1.0 0.9
複数回答数 289 100 82.3

属性

属性 割合(%)/全回答者数(351名)

割合(%)/全回答者数(351名)

 

施設を利用したことによる生活環境などへの効果を調べました。 

施設利用により対人関係が良好となったと考えられる項目(「1.友達が増えた」「2.

気軽に話せる大人が増えた」)と、精神面でプラスの効果が考えられる項目(「3.生

活の中で楽しみなことが増えた」「4.ほっとできる時間が増えた」)において、小学

5 年生・中学 2 年生に 10.0%から 23.0%の回答率が見られました(濃いグレー部分)。

これらの項目に、食事の提供で有効性を示す「5.栄養のある食事をとれることが増

えた」と学習環境への良い効果が考えられる項目「6.勉強がわかるようになった」

「7.勉強する時間が増えた」を加え、質問事項 1 から 7 の回答数の合算値を施設利

用に効果がみられた値とした場合、その回答の合算数は小学 5 年生・中学 2 年生そ

れぞれで 274 件と 210 件であり、利用した者の中で 84.0%と 72.7%に施設利用が有効

に働いていたことが示されました(割合(%)の 1−7 の合算数)。また、この合算数は施

設利用を消極的に捉えている者も含めた割合からみても、小学 5 年生と中学 2 年生

それぞれで 73.2%と 55.8%という値であり(割合(%)/全回答者数の 1−7 の合算数)、子

ども達の生活環境の改善に施設の存在が有効に働いていることが示されました。 
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問 18 こどものための取組について、自由に書いてください。今回の調査では、「こども基

本法」により、こどもの意見を聴くことが求められています。下の例を参考にして自

由に意見を書いてください。 

例１：「児童館を使ってみた感想」、「児童館を使ったことがない理由」 、 

「児童館の建物や遊具のよいところ、こうしてほしいところ」など 

例２：「児童クラブを利用した感想、こうしてほしいところ」など 

例３：「自分の居場所はどんな場所か」、「こういった場所があったらいいな」など 

例４：「悩みを相談できる場所があったらいいな」など 

 

 小学 5 年生では、351 件の有効回答数中に 154 件(43.9%)の自由記述がみられまし

た。中学 2 年生では、340 件の有効回答数中に 194 件(57.1%)の自由記述がみられま

した。 
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Ⅲ 保護者(小学 1 年生・小学 5年生・中学 2年生)調査 

 

問 1 お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続柄でお

答えください。当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。 

 
 調査票の記入者は、小学 1 年生保護者・小学 5 年生保護者・中学 2 年生保護者と

もに「母親」（全体：82.2％）が最も多く、次いで「父親」（全体：17.2％）でし

た。 
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問 2 お住いの小学校区はどちらですか。当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。  

 

居住地区については、国府小学校区（全体：8.2％）、八南小学校区（全体：

7.2％）、中部小学校区（全体：6.4％）の順で高い回答を得ました。 

各地区の回答率は、調査対象となる児童生徒が在住する人数が多い地区ほど高い

傾向にありました（令和 5 年度学校別児童生徒学級数）。 
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問 3 お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数をお答えください。単

身赴任中の方や学業のために世帯を離れているお子さんがいる場合には、ご家族の人数

に含めてください。A～H それぞれについて、当てはまる記号 1 つに〇をつけてくださ

い。 
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家族構成では、祖母（14.1％）、祖父（9.0％）、母親（98.1％）、父親

（93.6％）、姉・兄（54.9％）、妹・弟（49.9％）、その他（2.6％）と同居してい

ました。 

家族の人数では、4 人が最も多く（全体：45.0％）、次いで 5 人（全体：

27.7％）、3 人（全体：13.5％）という結果でした。 
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問 4 お子さんの親の現在の年齢についてお答えください。母親・父親それぞれについて数

字でご記入ください。いない場合やわからない場合は「―」と記入してください。  

母親 

 

父親 

 

母親の平均年齢は、小学 1 年生保護者が 40.3 歳、小学 5 年生保護者が 43.0 歳、

中学 2 年生保護者が 45.1 歳でした。父親の平均年齢は、小学 1 年生保護者が 42.0

歳、小学 5 年生保護者が 45.2 歳、中学 2 年生保護者が 47.2 歳でした。父親の方が

母親よりも平均して 2 歳ほど年配でした。 
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問 5 お子さんのご家族のうち、現在単身赴任中の方はいらっしゃいますか。当てはまる番

号すべてに〇をつけてください。 

 

家族のうち、現在単身赴任中の方がいる家庭は全体で 4.1％でした。単身赴任をし

ている方は、「父親」が最も多く（全体 2.9％）、次いで「その他」（0.8％）でし

た。 
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問 6 お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。当てはま

る番号 1 つに〇をつけてください。  

 

子どもと同居し、生計を同一にしている親がひとり親である家庭は 7.2％でした。

その理由としては、離婚が最も多い結果でした（全体：5.4％）。離婚の割合は、小

学 1 年生保護者が 3.9％、小学 5 年生保護者が 4.3％、中学 2 年生保護者が 9.4％

と、子どもの年齢が高くなるにしたがって増加していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 30

問 7 問 6 で「2 離婚」を選んだ場合、離婚相手と子供の養育費の取り決めをしています

か。また養育費を現在受け取っていますか。当てはまる番号 1 つに〇をつけてくださ

い。  

 

離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしている割合は 53.2％（回答 1＋回答 3）

でした。そのうち、養育費を現在受け取っている割合は 31.3％、受け取っていない

割合は 21.9％でした。取り決めもしておらず、受け取ってもいない割合は 29.7％で

した。 
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問 8 ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。当てはまる番号 1 つ

に〇をつけてください。 

 

家庭において使用する言語については、日本語を中心としている家庭が約 99％を

占めました。日本語以外の言語を使うことが多い家庭は全体で 1％でしたが、中学 2

年生保護者が 0.4％、小学 5 年生保護者が 1.1％、小学 1 年生保護者が 1.4％と増加

していました。 
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問 9 お子さんの親が卒業、修了した学校をお答えください。A（母親）、B（父親）それぞ

れについて、当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。 

A（母親） 
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B（父親） 

 

母親が最終で卒業・修了した学校については、「短大」が 24.6％（全体）と最も

多く、次いで「高校」が 24.3％（全体）、「大学」22.6％でした。子どもの学年別

の最終・修了の卒業校のうち、「短大」は中学 2 年生保護者が 32.5％、小学 5 年生

保護者が 26.7％、小学 1 年生保護者が 19.3％と減少していました。一方で、「高

校」（中学 2 年生保護者：22.3％、小学 5 年生保護者：22.8％、小学 1 年生保護

者：26.2％）と「大学」（中学 2 年生保護者：21.5％、小学 5 年生保護者：

21.7％、小学 1 年生保護者：23.7％）が増加していました。 

父親が最終で卒業・修了した学校については、「大学」が 36.7％（全体）と最も

多く、次いで「高校」が 28.3％（全体）、「専門学校」が 14.0％、「大学院」が

9.9％でした。子どもの学年別の最終・修了の卒業校は「大学」（中学 2 年生保護

者：34.2％、小学 5 年生保護者：32.6％、小学 1 年生保護者：40.2％）と「大学

院」（中学 2 年生保護者：8.9％、小学 5 年生保護者：8.3％、小学 1 年生保護者：

11.3％）が増加しており、親の平均年齢（問 4）を踏まえると、母親同様に父親にお

いても親が若くなるに従い、高学歴化が進む傾向がみられました。 
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問 10 お子さんの親の就労状況について、お答えください。A（母親）、B（父親）それぞれ

について、当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。） 

A（母親） 

 

B（父親） 

 

母親の就労状況について、「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」が

47.5％（全体）と最も多く、次いで「正社員・正規職員・会社役員」（全体：

27.8％）でした。「働いていない（専業主婦／主夫を含む。）」は、中学 2 年生保

護者が 11.7％、小学 5 年生保護者が 12.1％、小学 1 年生保護者が 16.6％と、子ども

の年齢が低いと高い傾向にありました。 

父親の就労状況について、 「正社員・正規職員・会社役員」（全体：88.7％）と

最も多く、次いで「自営業（家族従業者・内職・自由業・フリーランスを含

む。）」（全体：6.8％）でした。 
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問 11 問 10 で「働いていない 5」と答えた場合、働いていない主な理由を教えてくださ

い。A（母親）、B（父親）それぞれについて、当てはまる番号 1 つに〇をつけてくだ

さい。） 

A（母親） 

 

B（父親） 

 

現在の就労状況において「働いていない」と回答した理由について、母親では

「子育てを優先したいため」（全体：57.3％）が最も多くみられました。小学 1 年

生の母親では、「働きたいが、希望する条件の仕事がないため」（21.7％）という

回答が小学 5 年生保護者（8.3％）や小学 1 年生保護者（9.7％）と比べると多い傾

向にあり、就労先を検討している段階にあるのではないかと考えられました。 

父親では、問 10 で「働いていない」と回答した 10 名のうち、8 名の回答を得まし

た。そのうち、6 名が「自分の病気や障害のため」と回答しました。 
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問 12 お子さんが 0～2 歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長い

もの）をお答えください。当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。  

 

子どもが 0～2 歳の間に通っていた教育・保育施設等について、「もっぱら親・親

族が面倒を見ていた」（全体：56.8％）が最も多く、次いで「保育所」（全体：

32.0％）でした。 
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問 13 お子さんが 3～5 歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長い

もの）をお答えください。当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。  

 

子どもが 3～5 歳の間に通っていた教育・保育施設等について、「保育所」（全

体：65.2％）が最も多く、次いで幼稚園（全体：30.0％）でした。 
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問 14 あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまります

か。A～D それぞれについて、当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。） 

 

A テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている 

 

B お子さんに本や新聞を読むように勧めている 

 

C お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた 
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D お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる 

 

テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている家庭は、

76.3％（全体）でした。子どもに本や新聞を読むように勧めている家庭は、59.0％

（全体）でした。子どもが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた家庭は、

78.6％（全体）でした。お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる

家庭は、75.9％（全体）でした。 

A から D までの質問項目において、「1.あてはまる」は小学 1 年生保護者の回答率

が最も高く（B 以外）、「2.どちらかといえばあてはまる」は小学 5 年生保護者の回

答率が高く、「3.どちらかといえば、あてはまらない」「4.あてはまらない」は中

学 2 年生保護者の回答率が最も高い結果を示し、子どもの年齢が増すに従い、親子

の約束事があいまいになる傾向がみられました。 
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問 15 お子さんは将来、現実的に見てどの学校まで進学すると思いますか。当てはまる番号

1 つに〇をつけてください。  

 

子どもが将来、どの学校まで進学するかについて、「大学」が 45.8％（全体）と

最も多く、次いで「高校」「専門学校」が 14.9％（全体）でした。小学 1 年生保護

者では「わからない」が 17.8％と多くみられましたが、小学 5 年生保護者になると

9.9％と減少しています。子どもが小学校 5 年生になると、保護者も子どもの進学に

ついて考える家庭が増えると考えられました。 
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問 16 問 15 で「1～8」と答えた場合は、その理由は何ですか。当てはまる番号 1 つに〇を

つけてください。  

 

子どもが将来、どの学校まで進学するかの理由について、「一般的な進路だと思

うから」（全体：28.3％）が最も多く、次いで「お子さんがそう希望しているか

ら」（27.0％）、「お子さんの学力から考えて」（24.4％）でした。小学 1 年生保

護者では「一般的な進路だと思うから」（38.1％）が最も多くみられました。一方

で、小学 5 年生保護者と中学 2 年生保護者では「お子さんがそう希望しているか

ら」（小学 5 年生保護者：28.3％、中学 2 年生保護者：42.6％）が最も多く、次い

で「お子さんの学力から考えて」（小学 5 年生保護者：26.8％、中学 2 年生保護

者：28.3％）となっています。 
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問 17 あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。A～C それぞれについて、当てはまる

番号 1 つに〇をつけてください。また、「頼れる人がいる 1」と答えた場合は、そ

れはだれですか。①～⑦の当てはまる番号１つに〇をつけてください。 

A 子育てに関する相談 

 

B 重要な事柄の相談 
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C いざという時のお金の相談 

 

子育てに関する相談、重要な事柄の相談ともに「頼れる人がいる」の回答が全体

で 90％を上回りました。どちらの相談においても頼れる相手として「家族・親族」

が最も多くみられました（子育て：79.4％、重要な事柄：94.0％）。子育てに関す

る相談については、「友人・知人」（14.9％）、「職場の人」（2.6％）の回答もあ

りました。 

いざという時のお金の相談では「頼れる人がいない」と「そのことでは人に頼ら

ない」と合わせて、21.2％に上りました。相談相手もほとんど「家族・親族」

（98.5％）に限られていました。 

相談先として、「相談・支援機関や福祉の人」も挙がりました（子育て：2.6％、

重要な事柄：0.9％、いざという時のお金：0.5％）。しかし、いずれの相談におい

ても「民生委員・児童委員」の回答はみられませんでした。 
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問 18 あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。当てはまる番号 1 つに

〇をつけてください。  

 

現在の暮らしの状況について、「大変ゆとりがある」と「ゆとりがある」を合わ

せて 16.4％（全体）、「ふつう」が 56.6％（全体）、「苦しい」と「大変苦しい」

を合わせて 27.0％（全体）でした。世帯年収や家族構成のデータと関連付けて検討

することが必要であろうと考えられました。 
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問 19 世帯全体のおおよその年間収入（税込）はいくらですか。当てはまる番号 1 つに〇を

つけてください。  

属性 回答数 割合（％） 回答数 割合（％） 回答数 割合（％） 回答数 割合（％）
1. 50万円未満 1 0.2 0 0.0 1 0.4 2 0.2
2. 50〜100万円未満 3 0.7 1 0.4 1 0.4 5 0.5
3. 100〜150万円未満 2 0.4 4 1.5 4 1.6 10 1.0
4. 150〜200万円未満 7 1.5 2 0.8 6 2.4 15 1.5
5. 200〜250万円未満 5 1.1 3 1.1 7 2.9 15 1.5
6. 250〜300万円未満 6 1.3 2 0.8 3 1.2 11 1.1
7. 300〜350万円未満 8 1.7 6 2.3 2 0.8 16 1.7
8. 350〜400万円未満 19 4.1 7 2.7 8 3.3 34 3.5
9. 400〜450万円未満 23 5.0 17 6.5 11 4.5 51 5.3
10. 450〜500万円未満 27 5.9 18 6.8 17 6.9 62 6.4
11. 500〜600万円未満 67 14.5 32 12.2 25 10.2 124 12.8
12. 600〜700万円未満 77 16.7 43 16.3 32 13.1 152 15.7
13. 700〜800万円未満 69 15.0 29 11.0 35 14.3 133 13.7
14, 800〜900万円未満 53 11.5 27 10.3 30 12.2 110 11.4
15. 900〜1000万円未満 33 7.2 25 9.5 28 11.4 86 8.9
16. 1000万円以上 61 13.2 47 17.9 35 14.3 143 14.8
合計 461 100 263 100 245 100 969 100
無回答 103

小学5年生 保護者 中学2年生 保護者 全体小学1年生 保護者

 

世帯全体のおおよその年間収入について、600～700 万円が 15.7％（全体）と最も

多く、次いで 1000 万円以上（全体：14.8％）、700～800 万円（全体：13.7％）、

500～600 万円（全体：12.8％）でした。 

問 18 にて、現在の暮らしの状況が、「大変苦しい」と回答した割合が 4.8％、

「苦しい」と「大変苦しい」を合わせた割合が 27.0％を占めていました。問 19 の年

間収入にその割合を当てはめた場合、年間収入 250 万円未満が「大変苦しい」、500

～600 万円未満が「苦しい」と感じていることが伺われました。 

各年代で最も多かったのが、小学 1 年生保護者が 600～700 万円（16.7％）、小学

5 年生保護者が 1000 万円以上（17.9％）、中学 2 年生保護者が 1000 万円以上

（14.3％）と 700～800 万円（14.3％）でした。各年代における保護者の平均年齢や

夫婦の就労状況によって、これらの差が生まれていると考えられました。 
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問 20 あなたの世帯では、過去 1 年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買

えないことがありましたか。ただし、嗜好品は含みません。当てはまる番号 1 つに〇

をつけてください。  

 

過去 1 年間の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えないことに

ついて、「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」を合わせて 10.4％

（全体）が経験をしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 47

問 21 あなたの世帯では、過去 1 年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買

えないことがありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属・宝飾品は含みません。当

てはまる番号 1 つに〇をつけてください。  

 

過去 1 年間の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えないことに

ついて、「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」を合わせて 14.2％

（全体）が経験をしていました。食料（10.4％）に比べて、多い結果でした。 
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問 22 あなたの世帯では、過去 1 年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いに

なったことがありましたか。当てはまる番号すべてに〇をつけてください。  

属性
1.電気料金 21 2.0
2.ガス料金 17 1.6
3.水道料金 24 2.2
4.あてはまるものはない 1025 95.6
合計 1087

人数 割合（％）

 

過去 1 年間の間に、経済的な理由で電気・ガス・水道が未払いになったことがあ

る家庭がそれぞれ 2％程度ありました。 
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問 23 次の A～F の質問について、この 1 か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。A～

F それぞれについて、当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。  

A 神経過敏に感じた 

 

B 絶望的だと感じた 

 

C そわそわ、落ち着かなく感じた 

 

D 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた 
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E 何をするのも面倒だと感じた 

 

F 自分は価値のない人間だと感じた 

 

1 か月間のあなたの気持ちについて、「いつも」と「たいてい」を合わせて、神経

過敏に感じた（全体：10.3％）、絶望的だと感じた（全体：3.6％）、そわそわ、落

ち着かなく感じた（全体：4.5％）、気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れな

いように感じた（全体：5.3％）、何をするのも面倒だと感じた（全体：10.6％）、

自分は価値のない人間だと感じた（全体：5.0％）回答者がいました。神経過敏や無

気力を感じた保護者が他の項目よりも多くみられました。 
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問 24 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まった

く満足していない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。当

てはまる番号 1 つに〇をつけてください。  

 

全体として、最近の生活の満足度について、「0」～「3」を合わせて 11.5％

（全体）、「4」～「7」を合わせて 49.8％（全体）、「8」～「10」を合わせて

38.7％（全体）でした。 

満足度の平均点を算出したところ、小学 1 年保護者が 6.51、小学 5 年生保護者

が 6.72、中学 2 年生保護者が 6.28、全体は 6.51 でした。 
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問 25 あなたのご家族では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。A～E

それぞれについて、当てはまる番号 1 つに〇をつけてください。また、「利用したこ

とがない 3」と答えた場合、その理由は何ですか。（①～⑤の当てはまる番号 1 つに

〇をつけてください。） 

A 就学援助 
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B 生活保護 

 

C 生活困窮者の自立支援相談窓口 
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D 児童扶養手当 

 

E 母子家庭等就業・自立支援センター 

 



 55

各制度を利用した経験率（「現在利用している」と「現在利用していないが、以

前利用したことがある」の合計）は、「就学援助」（全体：8.3％）、「生活保護」

（全体：1.2％）、「生活困窮者の自立支援相談窓口」（全体：1.0％）、「児童扶

養手当」（10.2％）、「母子家庭等就業・自立支援センター」（1.1％）でした。 

「利用したことがない」と答えた場合、その理由について、すべての制度におい

て「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから」が 90％以上と最も

多くみられました。 

 


